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國士舘法學第52号  （2019. 12）　111
《論  説》
訴訟終了判決に対する控訴と移審効について






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （8）　松本=上野・前掲（注7） 836頁、中野=松浦=鈴木編・前掲（注7） 646頁〔上
野〕、高田ほか編・前掲（注6） 19頁〔春日〕。 
 （9）　上田・前掲（注5） 597頁以下。 
 （10）　新堂幸司・新民事訴訟法（第6版・弘文堂・令元年）757頁。 
 （11）　伊藤・前掲（注7） 631頁。 
 （12）　小島武司・民事訴訟法（有斐閣・平25年）719頁。 
 （13）　新堂・前掲（注10） 758頁。 
 （14）　浅生重機「請求の選択的又は予備的併合と上訴」民事訴訟雑誌28号1頁、
16頁（昭57年）。 


















 （19）　池田辰夫「判批」私法判例リマークス 17号134頁、136頁（平10年）。 































 （24）　新堂・前掲（注10） 761頁。 









 （31）　新堂・前掲（注10） 761頁、小島・前掲（注12） 721頁。また、秋山幹男ほか・
コンメンタール民事訴訟法Ⅵ（日本評論社・平26年）82頁。 
 （32）　伊藤・前掲（注7） 633頁、高橋・前掲（注5） 642頁。 
 （33）　中野貞一郎=松浦馨 =鈴木正裕編・新民事訴訟法講義（第3版・有斐閣・
平30年） 557頁〔栗田隆〕。 
 （34）　浅生・前掲（注14） 17頁、榊原・前掲（注16） 313頁。 
 （35）　伊藤・前掲（注7） 630頁以下。 





 （39）　新堂・前掲（注10） 758頁以下。 
 （40）　高橋・前掲（注21） 295頁。 
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 （41）　中野 =松浦 =鈴木編・前掲（注33） 554頁以下〔栗田〕。 
 （42）　伊藤・前掲（注7） 632頁以下および 633頁注11。 
 （43）　兼子原著・前掲（注6） 807頁以下〔竹下=上原〕。 
























 （52）　兼子原著・前掲（注6） 1590頁〔松浦 =加藤〕。 













 （59）　徳田・前掲（注1） 1頁。 
 （60）　伊藤・前掲（注7） 633頁〔選択的併合の場合と同様〕。 
 （61）　伊藤・前掲（注7） 632頁以下および 633頁注11。 
 （62）　最判平成21年12月10日・民集63巻10号2463頁。この判決は、最判昭
和58年4月14日・裁判集民事138号567頁参照としている。 
 （63）　中野 =松浦 =鈴木編・前掲（注33） 557頁〔栗田〕。 
 （64）　中野 =松浦 =鈴木編・前掲（注33） 559頁〔栗田〕。 
 （65）　新堂・前掲（注10）761頁。また、小室直人「判批」民商法雑誌40巻5号
50頁、54頁（昭34年）。 
 （66）　伊藤・前掲（注7） 633頁。 





 （71）　伊東 =石渡・前掲注（69） 86頁。 
 （72）　伊東 =石渡・前掲注（69） 86頁。 
 （73）　宇野・前掲注（70） 259頁。 
